
　各事業の取組（案）　　

1 干潟化の試験

４　三番瀬の生態系調査

生物多様
性の回復

18　青潮関連情報の発信

貧酸素水塊分布予測システムの運用

海と陸と
の連続性
の
回復

目的

７　藻場の造成試験

種子の安定確保・藻場機能の評価検証
　　　　　→　漁業者などと連携した藻場造成の試行

地形、水・底質、底生生物、魚類、藻類、付着生物、鳥類等につい
て、定期的な調査を実施

３　行徳湿地の海水交換の促進、淡水供給の強化、深みの埋め戻し他

海水交換の促進等を図る水門等の施設、淡水導入施設等の
整備

５　流れづくりなどの漁場環境の改善

漁場特性マップの作成

検討結果を踏まえて、事業を展
開

６　アオサ対策

回収システムの実用化
有効利用を含めた処理方法の確立

1１　アサリの生産対策

稚貝移植などによる漁場生産力の活用手法の確立
冬季の波浪抑制手法の整理・検討→順応的管理による事業実施
適切な漁場管理の支援による秩序ある漁場利用の確立

９　高水温耐性ノリ品種の改良
高水温耐性ノリの新品種の作出

17　都市河川における生態系に配慮した護岸整備

16　下水道の普及と高度処理（水質改善と赤潮・青潮の発
生抑制）
江戸川左岸流域下水道の施設整備による処理人口普及率の
向上等

14　産業排水対策（水質改善と赤潮・青潮の発生抑制）
水質総量規制に基づく排水規制等により、段階的に汚濁負荷量を
削減

実現化の検討

三
　
番
　
瀬
　
の
　
再
　
生

Ⅳ　水・底質環
境

Ⅴ　海と陸との
連続性・護岸

Ⅲ　漁業

Ⅰ　干潟・浅海域

Ⅱ　生態系・鳥類

環境の持
続性及び
回復力の
確保

三
番
瀬
の
再
生
に
向
け
て
講
ず
べ
き
施
策

漁場の
生産力
の回復

人と自然
とのふれ
あいの確
保

中　　期　　　～　　　長　　　期　　　第1次事業計画期間

２　淡水導入の試験

８　ノリ養殖管理技術の改善

漁場行使やノリ網管理など巡回・技術指導の継続

10　アサリの資源生態に関する総合調査

アサリの初期生態及び、資源変動に関する調査の継続

12　海老川流域水循環系の再生

13　合併処理浄化槽の普及（水質改善と赤潮・青潮の発生
抑制）

合併処理浄化槽等の普及促進に重点を置き、市町村への設置補
助・転換補助を実施

15　流域県民への水質浄化に関する啓発等（水質改善と赤
潮・青潮の発生抑制）

リ－フレット、ホームページ等により、汚濁負荷量削減のための自
主的な取組の普及促進

国分川等の多自然型護岸整備

海老川流域の湧水の保全と再生のため、雨水浸透対策の促進

試験結果を踏まえて、事業を展
開

試験結果を踏まえて、事業を展
開

基礎的
検討

システムの改良

検討結果に基づく必
要な調査の実施

試験の実施

実現化の検討
検討結果に基づく必
要な調査の実施

試験の実施

漁場再生手法の整理、効果予測

高水温耐性ノリ
の養殖技術指
導

20　自然再生の取組（湿地の再生）

実現化の検討
・課題整理、目指す
環境等

市川塩浜地区
での規模・構造
等検討

関係機関、関係
事業等との調整

設
計

工事実施

19　市川市塩浜護岸改修

　　　２丁目護岸改修約９００m
　　　　　　　　　　　　　　  ・順応的管理によるより良い工夫を施していく

3丁目護岸改修

資料 No ２－２



生物多様
性の回復

海と陸と
の連続性
の
回復

29　インターネット等による情報発信

最新情報の発信及び県広報誌等への情報掲載

30　広報拠点の活用

広報拠点の機能強化による魅力ある広報の継続

ⅩⅠ広　報

Ⅹ　制度の担保
ラムサール条約
の登録

27　三番瀬の再生・保全・利用のための条例の制定

課題整理、関係機関との調整、県議会への提案、（県議会の議決（制定））、条例の適切な運用

継続的事業

緊急・早期着手事業

中期的事業

Ⅵ　三番瀬を活
かしたまちづくり

Ⅶ　海や浜辺の
利用

Ⅷ　環境学習・
教育

Ⅸ　維持・管理

ⅩⅡ　東京湾再
生につながる広
域的な取組

地元市と協議・調整を行い、県・市・住民等の適切な役割分担のもと、三番瀬の再生・保全に配慮
し、三番瀬を活かしたまちづくりを目指す

22　三番瀬における環境学習・教育の実施

23　ビオトープネットワーク事業

35　国、関係自治体等との連携による広域的な取組

環境学習検討委員会による検討

学校を中心としたビオトープネットワーク計画の策定

一都三県による東京湾総量削減計画の推進、
八都県市首脳会議・東京湾岸自治体環境保全会議による取組、
東京湾再生のための行動計画との連携

凡

例

28  ラムサール条約への登録促進

課題整理、関係者の合意形成、国・市等との調整、（条約登録）、制度の適切な活用

三
番
瀬
の
再
生
に
向
け
て
講
ず
べ
き
施
策

24　モニタリング方法、指標づくりの検討事業

モニタリングマニュアルの作成

25　三番瀬自然環境合同調査実施事業
多くの人々の参加による合同調査の実施（当面は、底生生物を対
象）

26　三番瀬自然環境データベース構築事業

自然環境に関する調査結果の活用を目的にデータベースを構築、
適宜データを追加するなど更新

31　三番瀬フェスタの開催

32　三番瀬再生事業の支援と広報

NPO等の開催する三番瀬フェスタの定着支援

NPO等による再生への取組支援及び、活動のPR

33　三番瀬再生クラブ（仮称）の設立

個人や企業が集う組織の設立

目的 　　　第1次事業計画期間 中　　期　　　～　　　長　　　期

34　三番瀬再生キッズの育成

地元小学校による三番瀬を題材とした自主活動の支援

環境の持
続性及び
回復力の
確保

漁場の
生産力
の回復

人と自然
とのふれ
あいの確
保

三
　
番
　
瀬
　
の
　
再
　
生

計画を踏まえた、ビオトープネッ
トワークづくり
事例発表会等による交流

21　海や浜辺の利用のルールづくり

利用実態の調査
関係団体の考え方調査等

地域協議の場づくり

環境学習のための場の提供環境学習・教育の実施、
人材育成のシステムづくり

情報の更新等

再生への取組
支援

ルールづくり

現時点で、既に事業に着手しており、計画期間内は継続し、若しくは充実させて実施するもの

計画期間内は、事業化に向けて具体的な調査・試験・検討等を行い、５～１０年後に事業に着手するよう努めるもの

計画期間内に事業に着手するよう努めるもの


